
眼障害
眼の異常はありましたか?

なし

経過観察

・軽症
・生活に支障がない
・視力に変化がない

Grade1

あり

・中等症
・見えにくさ、視力低下を感じる
・眼症状により必要な作業
（仕事・趣味など）に集中でき
ない、支障がある。
・流涙:頻繁に涙を拭いていて
ストレスに感じる。

Grade2

・眼科受診検討・勧奨
・病院への連絡

●眼障害
・流涙・眼脂・ドライアイ・霧視・異物感・眼充血
・眼痛・睫毛乱生・視力低下
●薬剤:S-1,セツキシマブ,パクリタキセル,タモキシフェ
ン,ダトポトマブデルクステカン,免疫チェックポイント阻害
薬など
●眼疾患
結膜炎・白内障・緑内障・糖尿病網膜症
スティーブンス・ジョンソン症候群（発熱,口唇・陰部
の粘膜疹等皮膚症状を伴う）→鑑別
※確定診断は眼科専門医でなければ困難な場合も
多い。→具体的な症状と生活への影響を報告。眼
科受診を検討。
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・重症
・顕著な見えにくさ、視力低
下あり
・眼症状のため日常生活動
作（衣食住）に制限があ
る

Grade3

●休薬し 眼科受診勧奨
・病院への連絡

人口涙液の指示がある場合、継続を指導


